
（様式6添付資料）

１　事業概要

（市町村名）

事業の実施経過

公共事業評価の実施時期

事業期間（事業着手～事業完了） ～ ～ ～ ～ ～ ～

総事業費

計画変更の実施時期

事業期間（事業着手～事業完了） ～ ～ ～ ～ ～ ～

総事業費

－ －

＠pref.aomori.lg.jp

《事業概要図》

担当部課室名 県土整備部　河川砂防課
電話番号 ０１７ ７３４ ９６６５

Ｅ－ＭＡＩＬ kasensabo

特記事項

・平成１０年度に再評価（長期継続による）を実施　：　対応方針→継続、個別附帯意見→なし
・平成１５年度に再評価（長期継続による）を実施　：　対応方針→継続、個別附帯意見→なし
・平成２０年度に再評価（長期継続による）を実施　：　対応方針→継続、個別附帯意見→なし
・平成２５年度に再評価（長期継続による）を実施　：　対応方針→継続、個別附帯意見→なし

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

《その他の効果》

《事業着手》 昭和31年度 《用地着手》 昭和31年度 《工事着手》 昭和31年度

主な事業内容
（事業量）

　築堤L=19,715m、掘削L=7,011m、護岸L=16,833m、放水路トンネルL=675m

想定した事業
効果

《金銭価値化が可能な効果》

　洪水氾濫による被害防止効果（家屋、家庭用品、農作物等）

《事業完了》 平成29年度

事業名 広域河川改修事業 管理主体 青森県

交付金

（むつ市） 財源・負担区分 ●国 50％  ●県 50％　 ○市町村  　％　 ○その他　　％

事業の背景・
必要性

　田名部川は、現況流下能力が低く、これまで度々浸水被害が発生していることから、自然環境の保全に配
慮しながら河川改修工事を行い、概ね50年に1回の確率で発生する規模の洪水を安全に流下させて、田名部
川沿川の人家や田畑を洪水被害から守る。

箇所名等 田名部川 事業方法 ● 国庫補助 ● ○ 県単独

公共事業事後評価選定候補調書

整理番号 R4 － 33

事業種別 河川事業 事業主体 青森県

第　回計画変更（　　年）第　回計画変更（　　年） 第　回計画変更（　　年）第　回計画変更（　　年）

再評価時（H10年）

S31 H18

15,200 百万円

事前評価時（S31年）
〔当初計画時〕

S31 未定

百万円

10,280 百万円

第　回計画変更（　　年）第　回計画変更（　　年）

再評価時（H20年）

S31 H26

15,900 百万円

再評価時（H15年）

S31 H26

15,200 百万円

事後評価時（R4年）
〔最終実績〕

S31 H29

14,375 百万円

再評価時（H25年）

S31 H26

15,900 百万円
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